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特別記事 2001年のノーベル賞自然科学3部門の受賞者が決まる 4 
1.科学技術トピックス
1. 1 ライフサイエンス分野一一一一一一一一一一一一一一一一一一 6 
( 1 )抗体を用いたプリオン病治療の可能性が示された
( 2)プロバイオティクスの経口投与によるアトピー疾患の予防










( 1 )国際槻蛤実腕一(ITER)の工学設計活動完了報告会 講演「核融合エネルギーへの期待」
1. 6製造技術分野 一 一一一一一一一一 11
( 1 )メソポーラスシリカ系触媒研究の進展
1. 7社会基盤分野 一一一一一一一 12
( 1 )歩行者の安全性と生活環境改善のためのITS研究が本格化
1. 8フロンティア分野 一 13
( 1 )超小型衛星 (100kg以下のMicroSatellite)の奨め
( 2) 日本の南極観測隊による南極隠石の近年の大量発見
2.特集:スーパーコンビュータの動向
2. 1はじめに一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 14 
2. 2スーパーコンビュータハードウェアの動向一一一一一一一 14 
2. 3ネットワーク結合型コンピュータ利用技術の新しい動き
グリッドコンピューティング一一一 一一一 16
2. 4スーパーコンヒ。ュータ応用分野 一一一一一一一一一一 16
2. 5計算機シミュレーションの進展 一一一一一一一一一一一一一一一一 18
2. 6ソフトウェア開発動向 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 19




3. 3米国におけるサイバーセキュリティ意識の高まり 22 
3.4米国の重要インフラ防護政策一 一 24
3. 5米国の重要インフラ防護のための政府予算 一一一一一一一一 26
3. 6同時多発テロ後のサイバー攻撃対策 一一一一一一一一一一一一一 28
3. 7おわりに一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 28 
科学技術動向研究センターのご紹介一一一
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4 科学技術動向 2001年 10月号
(3)生理学・医学賞
受賞者
Leland H. Hartwell (米)
:フレッド・ハッチンソンがん研売ゼンタ一所長
R. Timothy Hunt (英)
:英王立がん研究基金研究所主席研究員













































同 42. 9 工学博士
同 47. 8 名古屋大学理学部教授(平榔.3まで)
平成 8. 4 同大学大学院理学研究科教授(現在ま
で)
同 9. 1 同大学大学院理学研究科長・理学部
長(平成11.12まで)
同 12. 4 同大学物質科学国際研究センタ
(現在まで)
同 12. 4 文部琳学省判学技術・学術審議会委員
同 13. 4 日本学術振興会学術顧問




同 57. 5 中日文化賞(I新有機化学反応の開
拓と生理活性物質合成への応用j に
対して)





同 5. 1 朝日賞(I不斉合成を目的とする分
子触媒の研究」に対して)
同 5. 4 テトラヘドロン賞(英国)
同 7. 6 日本学士院賞
同 9. 9 アーサー・ C・コープ賞(米国化学
会)
同 10.11 文化功労者
同 11. 3 キング・ファイサル国際賞(サウジア
ラビア)
同 12.11 文化勲章
同 13. 1 ウオノレフ賞(イスラエル)



























S.B.Prusinerらの報告 (Nature(2001) vo1.412 



































フィンランド Turku大学の E. Iso1auriらのグ































B_ E. Olsson (カリフォルニア大サンタパーパラ校)
らーはー__1_9_Ç;Þ.p_~_'_ 4一波長虫波長多重(WP.切よ雪f~:号ー主
4QG_~R~_ り先ー時公費l多重S_QIP_~)竺信-7まι家携土9.
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7ご去量:I?!.~員五ーを採集:l--CV ¥るム第 39次隊が Yamato
98関石(1998年採集)4180個、第 41次隊が
Yamato 00 ~員石(2000 年採集)3550 個を採集した結
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情報通信ユニット 亘理 誠夫
















(1 )米国の ASCI プロジェクト CAccelerated































































既に、 1996年 10月に iASCI redjが1.8TeraFlops、
1998年 10月に iASCIbluejが 3TeraFlops、2000
年 6月に iASCI Whi tejが 12.3TeraFlopsを達成し
た。さらに、2002年には、30TeraOPS(約 24TeraFlops





















三=.~Jι比ー較t.，_ -ζ、 Ä一土;上止並芝1)ヨどーピ三ご.~.!主 5
~J.9._f査り効率がよ1t\;::二ーと_)._ま立〉ー旦オ手足最先端ー技
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の巨大データベース構築の GridPhysics Network， 
NASAのシームレスなコンピューティング環境構築
の InformationPower Grid， E Uでは、高エネル
ギー物理、地球観測、バイオの研究のための
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境予測、地質探査 予測、地質探査によ 集中豪雨など局所気 果に影響を与えるた ると1000倍の計算能力る石油埋蔵予測 象予測 め、微細メッシュによる (TeraFlops級コンビュー大規模計算が必要。 タ)が必要。
ゲノム創薬、オーダー マッチング計算、エネ 計算能力が1000倍向上
バイオインフォマ 遺伝子解析、たんぱ メイド治療、生体機 ルギ一計算などがあ してもマイクロ秒の解析能、たんぱく質の化学 り、並列処理が可能な であり、化学反応シミュティックス 〈質構造解析 反応を量子理論から 部分と複雑な計算を必 レーションには更に
解明(計算化学) 要とする部分が混在。 1000倍は欲しい。
原子100個レベル 新物質・ナノ構造の設 計算能力の限界から完 広範囲のデータに頻繁
物質シミュレーショ の第一原理シミュ 計・創出、その機能解 全な理論計算は微小 にアクセスするため、共レーションにより、物 範囲でしかできない。 有メモリ型が適す。計算ン 質の構造や特性を 析、生成法の解明(計 計算量は原子数の3乗 能力の向上への要望は
解析 算物理) またはそれ以上。 大きい。
自動車衝突の仮想 複数の理論モデルを 複数的のに解理く論連モ成デシルミをユ統
実験。自動車、航空 統一的に解く連成シ 単純な形状の構造解構造解析、流体解 機の空気抵抗の解 ミュレー ション。例え 析、流体解析は高性能 レー ションには、Peta析 析など産業応用が ぱ、エンジンの燃焼シ PC、wsで計算可能。 Flopsコンビュータが必
盛ん。 ミュレーション、生体 要。容易な3次元データ力学シミュレーション 入力、可視化を要望。
銀河形成シミュレー 銀河系の形成メカー 大規模粒子の重力計天体力学、素粒 ション、素粒子・原子 ズム、ブラックホール 算はTeraFlops以上の 専用計算機を利用する l子・原子核物理 核物理論のシミユ 形成メカニズムなど宇 計算が必要。 場合もある。レー ション 宙形成の解明
実験による知見と理 理論体シミ系ュのレ構ー築シとョン実 マクロの流体解析とミク 電子系解析を融合した核融合シミュレー 論モデルに基づき核 時間 ロの粒子間力学を同時 完全なシミュレーションション 融合プラズマをシ 制御により、核融合か に計算。 のためには数万倍の計ミュレー ション らエネルギーを取得 算能力が必要。
Web検索、顧客情 大規模なデータから、 学習モデル、昌語モデ 対象のデータが大規模データマイニング 報・売れ筋商品分析 知見(意味・特徴)を ルに基づく大規模デー になればHPCが必要。抽出 タ計算。 並列処理は可能。
良い予測モデルを確 数学理論モデル、確率 スーパーコンビュータの
経済予測・金融工 マクロ経済予測、株 立し、大規模複雑系 モデルに基づき多くの 利用には経済性が重視
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用語説明
①GigaFlops、TeraFlops、PetaFlops




























































た。 Jと伝えてし、る("FBI，CIA warn Congress of more 






















疑いが強い。 Jと言われている ("Terrorgroups hide 























し、る("U.S.Networks Run Big Risk of Cybelstrikes"， 
Experts Assert， October 3， 2001， Mercury News)。
の不正侵入の試みが頻繁に検出され("Emerging 
Challenge: Security and Safety in Cyberspace"， Ver. 14， 












Day After…」を行った("Strategicinformation warfare : a 
new face of warぺRogerC. Molander， Andrew S. Riddile， 
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た (Testimony by Mr. Richard C. Schae汀er，Jr.， 
October 6， 1999， Senate Judiciary Committee， 













































画 Ver. l.0 ("The National Plan for Information 




































































































析センター 'ISAC第一号は金融業界が設立し、 1999年10月か および被害、②対抗策およびそのベストプラク
















































































出典:The National Plan for Infonnation Systems 
































1998 1999 2000 2001 
年度
出典 Budgetof the United States Govemment、FiscalYear 2∞1， 
0何ceof Management and Budget， The National Plan for 
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図表6 米国の重要インフラ防護政策の関連組織
Executive Office of the President 
日目
機関名
OSTP: Office of Science and Technology Policy 
NSTC: National Science and Technology Council 
IWG: Interagency Working Group， 
PITAC: President's Information Technology AdvisorγCommittee 
NCO: National Coordination Office 
NSC: National Security Council 
OMB: Office of Management and Budget 
NEC: National Economic Council 
DOJ: Department of Justice， 
FBI: Federal Bureau of Investigation 
NIPC: National Infrastructure Protection Center 
DOE: Department of Energy 
NNSA: National Nuclear Security Administration 
NSF: National Science Foundation 
ACC: AdvisorγCommittee for Cyberin仕astructure，
DOC: Department of Commerce 
CIAO: Criticalln仕astructureAssurance Office 
NIST: Nationallnstitute of Standards and Technology 
DOD: Departm巴ntof Defense 
DARPA: Defense Advanced Research Projects Agency 









New Counter-Terrorism and CyberSpace Positions"， 
October 9， 2001， The White House)。
クラーク補佐官は、任命直後に政府機関のみに使用
を限定した専用ネットワーク「ガブ、ネット」の構築計画を
発表している(“Top Cybercop Wants New Net"， 
October 10， 2001， Associated Press)。
米下院科学委員会では、 10月 10日、サイバーセ
キュリティ対策に関する公聴会が開かれ("Committee
hears sobering news on nation's cyber securityぺ








保する予定である。 Jと報じている("U.S.Plans New 
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